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日本気象学会2004年度春季大会

会期：2004年5月16目（目）～19日（水）
会場：気象庁（千代田区大手町1－3－4）

　　学術総合センター（千代田区一ツ橋2－1－2）

　　学士会館（千代田区神田錦町3－28）

大会実行委員会担当機関：気象庁

大会委員長　　　　　　　：大西晴夫

当目の会場への連絡先：

16目（目）のみ　TEL：03（4212）6624（学術総合センター「中会議場」直通）

17日（月）以降　TEL：03（3212）8341（気象庁代表電話からr3023会議室」と伝えてください）

全目　　　　FAX：03（3216）4401（宛先にr大会事務局3023会議室」と明記してください）

会場案内図
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大会行事予定

A会場　　　　学術総合センター一橋記念講堂
B会場　　　　気象庁講堂
C会場　　　　学士会館会議室210
D会場　　　　学士会館会議室202
ポスター会場：学術総合センター中会議室

総会・記念講演・公開講演会・シンポジウム
　　　　　　　：学術総合センター一橋記念講堂
受付　　　　　：気象庁講堂前（本庁舎2階）
大会事務局　　：気象庁3023会議室（3号庁舎2階）
懇親会　　　　＝気象庁食堂（本庁舎1階）

A会場 B会場 C会場 D会場
5月16日 10：00～ 降水システム1 気候システム1 気象予報1 中層大気
（目） 12：00 （10，AlOl～AllO） （9，BlOl～BlO9） （10，ClO1～CllO） （9，DlO1～DlO9）

B：00～ 公開講演会「地球温暖化と異常気象」
16：30

16：30～ ポスター・セッション
17：30 （82，PlO1～Pl82）

5月17日 09：30～ 降水システムl　I 気候システムl　l 大気力学 物質循環1
（月） 12：00 （12，A201～A212） （12，B201～B212） （12，C201～C212） （B，D201～D213）

12：00～ ポスター・セッション
13：00 （83，P201～P283）

14：00～ 総会
15：20

15：30～ 学会賞・藤原賞受賞記念講演
17：30

18：30～ 懇親会
20：00

5月18日 09：30～ 降水システム1” 気候システム111 熱帯大気1 物質循環I　l
（火） 12：00 （4，A301～A304） （11，B301～B311） （11，C301～C311） （l　l，D301～D311）

観測手法
（8，A305～A312）

12：00～ ポスター・セッション
13：00 （83，P301～P383）

14100～ シンポジウム「2003年の日本の冷夏一異常気象をどこまで理解・予測できるか」
17：30

5月19日 09：30～ 気候システムIV 熱帯大気l　l 大気境界層
（水） 12：00 （14，B40i～B414） （12，C401～C412） （7，D401～D407）

気象予報I　l

（6，D408～D4B）

13：00～ 専門分科会 専門分科会
16：30 （15，C451～C465） （12，D451～D452）

「ストームトラックの 「海洋地球研究船『み
力学」 らい』における大気観

測一これまでの成果と
今後の展望」

発表件数：446件（専門分科会27，口頭発表171，ポスター248）
大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員3，000円，学生会員2，000円1
　　　　　　当目受付の場合は　　　　　一般会員4，000円，学生会員3，000円，非会員4，000円．

ただし，自費で第一一日（5月16日）にだけ参加する方については，会員・非会員とも2，000円とします
（この場合，前納はできません．当日受付にてお払い下さい）．

懇親会費　二郵便振替による前納の場合　一般会員3，000円，学生会員2，500円1
　　　　　　当日払いの場合は　　　　　一般会員4，000円，学生会員3，000円，非会員4，000円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．
なお郵便振替用紙はr天気」2003年12月号の末尾に挿入されたものを使い，5月6目（木）までに振り込んで下さい．

当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による．利用
許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不要です。

　　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは，〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会
　　（e－mail：org。m勾＠mri→ma。gojp）まで．

112 “天気”51．4．
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受付について

　大会の受付は，諸般の事情により，行事の有無に拘わらず気象庁のみで行いますので，必ず気象庁にて受付（参加費の支払
いおよび参加票の受取り等）を済ませてから各会場へお向かいください．学術総合センターおよび学士会館では，受付は行
いませんのでご注意願います．なお，気象庁から学術総合センター・学士会館へは徒歩6～7分程度です．

講演の方法

専門分科会
　・持ち時間は各分科会毎に決められています．
　　科会のプログラムをご覧下さい．

　　　　　機器の使用について
詳細は各分　　●専門分科会・一般ロ頭発表
　　　　　　・OHP（A会場を除く）とPCプロジェクターが使用
　　　　　　　できます．

一般ロ頭発表
　・持ち時間は10分（講演8分・質疑2分）です．

ポスター発表
　・今大会からポスター発表の概要紹介は廃止されまし
　　た．

　・講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．
　・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅0．9m×
　　高さ1．5mとなっています．
　・ポスターの掲示にあたって鋲，ピンが使用できますが，
　　糊，テープ等は使用できません．必要な鋲，ピンは各自
　　で用意して下さい．

　・ポスターの掲示可能時間は以下のとおりです．

　　一1日目の発表者は5月16日11：45－18：00
　　－2，3日目の発表者は各日の09：30－17：30

・A会場（学術総合センター一橋記念講堂）では，書
　画カメラ（コピー用紙等の普通紙を投影可能なプロ
　ジェクター）を使用します．OHPシートの投影も
　可能ですが，普通紙を利用した方がきれいに投影で
　きます．

・PCプロジェクターを使用する際は予め以下の点を
　ご了承ください．

　一PCプロジェクターの使用を希望する場合は，必
　　ず当該セッション開始前の休憩時間に，当該会場
　　で会場係へその旨を申し出て下さい．
　一パソコンは各自で準備して下さい．会場にはプロ
　　ジェクターおよび接続ケーブルのみを準備します．

　一セッション開始前の休憩時間などを利用して，必
　　ず接続の確認を行っておいて下さい．また接続が
　　不安な場合は，開始前に会場係に申し出て下さい．
　一突然の故障や接続の際のトラブルが発生した場合，
　　座長の判断で，発表順を繰り下げたりOHPによ
　　る発表に切り替えさせて頂くことがあります．こ
　　のため，最低限の発表が出来るだけのOHPシー
　　トも用意しておいて下さい．

●ポスター発表
・ポスター会場での機器の使用は講演申し込み時に申
　し出ていたもの以外は原則として認められません．

総会
日時：大会第2目（5月17日）14：00～15：20
会場：学術総合センター一橋記念講堂

議事次第：
　1．開会の辞
2．議長選出

3．理事長挨拶
4．学会賞授与
5．藤原賞授与
　6．2003年度事業報告

7．2003年度会計報告

8．2003年度監査報告

9．2004年度日本気象学会総会議案

10．2004年度事業計画案

11．2004年度予算案の審議
12．議長解任
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気象学会地球環境問題委員会主催公開講演会r地球温暖化と異常気象」

日時：大会第1日（5月16日）B：00～16＝30
会場：学術総合センター一橋記念講堂
司会・江守正多（国立環境研究所）

※公開講演会の聴講は無料です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　近年，異常気象のニュースがマスメディアを賑わす度に，地球温暖化との関係が引き合いに出されるようになってきた．
温暖化すると異常気象が増加するのか，近年の異常気象はすでにその現れであるのか，というようなことに対する社会の関
心は極めて強い．気象学的に，このまま温暖化が進行すれば100年後に気候が何かしら変わるだろうと言うのは容易である．
しかし，今切実に問われているのは，それが我々の生活に具体的にどのような形で立ち現れるのか，我々が生きている間に
深刻な事態が訪れるのか，といったことである．それにどう答えるかは，温暖化対策の取り組み方に影響を与え，将来の温
暖化の行く末そのものをも左右する可能性がある．言うまでもなくこの問は難問である．異常気象は気象学が長年取り組ん
できた問題であるが，未解明の部分も多い．それが人間活動による外力を受けて如何に変わるかという問題は，さらに一段
階精度が高い問題である．この講演会では，今までに分かっていることの紹介のみならず，むしろ分からない点，難しい点，
それを克服するための今後の研究の方向性などについても含めて考え，一般市民を含めた皆さんと議論し，認識を共有する
場としたい．

プログラム
趣旨説明　　　　　　　　　　　　地球環境問題委員会主担当理事　近藤　豊（東京大学先端科学技術研究センター）

第一部（観測事実的観点から）

　基調講演「近年のアジアモンスーン地域での気候変動」　　　　　松本　淳（東京大学大学院理学系研究科）

　コメント「人と自然の相互作用環　　　　　　　　　　　　　　　　中尾正義（総合地球環境学研究所）

　　　一ユーラシア中央部乾燥域の事例から一」
第二部（モデル予測的観点から）

　基調講演rコンピュータモデルによる地球温暖化予測」　　　　　木本昌秀（東京大学気候システム研究センター）

　コメント「地球温暖化によって台風や低気圧はどうなるか」　　　杉　正人（気象庁気候情報課）

第三部（社会影響・対策的観点から）

　基調講演「地球規模水循環研究の最近の動向　　　　　　　　　　寳　　馨（京都大学防災研究所）

　　　一人間社会への影響評価と対策シナリオ・技術開発を中心に一」
　コメント「地球温暖化と異常気象，その影響と対応策」　　　　　原沢英夫（国立環境研究所）

　質疑

シンポジウムr2003年の日本の冷夏一異常気象をどこまで理解・予測できるか』

日時：大会第3日（5月18日）14：00～17：30
会場：学術総合センター一橋記念講堂
司会：杉正人（気象庁気候情報課）

※シンポジウムの聴講は無料です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
　近年，長期問の観測データの蓄積，再解析データの整備，モデルによるシミュレーションの進展などにより，気候システ
ムの変動のメカニズムについての理解は大きく進んだと思われる．2003年の夏は，ヨーロッパでは記録的な高温となった
が，日本では10年ぶりの冷夏となり米の不作など社会に大きな影響が出た．気象庁の予報では，このような冷夏について
十分な予報ができなかった．シンポジウムでは，2003年の日本の冷夏に焦点を当てて，我々がこのような異常気象につい
てどこまで理解し，予測できるかについて討論する．

基調講演
　1）「2003年の日本の夏の実況と予報」

　2）「2003年夏の北半球ダブルジェット」

　3）「オホーツク海高気圧の成因と予測への鍵」

　4）「ダイポールモードと目本の夏」

　5）「北極振動と日本の夏」

　6）「欧州熱波と目本の冷夏2003」

総合討論

高野清治（気象庁気候情報課）

前田修平（気象庁気候情報課）

中村尚（東京大学大学院理学研究科）

山形俊男（東京大学大学院理学研究科）

山崎孝治（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

木本昌秀（東京大学気候システム研究センター）

114 “天気”51．4．
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研究会のお知らせ

大会期問中とその前後に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

日時：2004年5月15日（土）（大会前日）13：30～17：30

場所：気象庁講堂
テーマ：「台風とそれに伴うメソシステム」
世話人：吉崎正憲（気象研），坪木和久（名大地球水循環），
　　　　小倉義光（東大海洋研）

コンビーナー：坪木和久（名大地球水循環）

趣旨：台風は全体の水平スケールが1000㎞を越える大
規模な擾乱であるが，そのなかに形成されるメソシステ
ムは数10㎞オーダーの現象である．これらの水平スケ
ールの異なる構造が相互に深く関係し合うことで，台風
全体が発達し，一方で降水の集中などの局所的なシステ
ムが形成される．この部分と全体の強いリンクが台風を
ユニークな現象としていると考えられる．この特徴に加
え海上で発生・発達することが観測を困難なものにし，
この特徴，すなわち大規模と雲スケールの共存共生がそ
の数値シミュレーションを困難にしてきた．近年，衛星
やレーダーだけでなく，様々な新しい測器によってさら
に踏み込んだ観測が行なわれつっある．また，モデリン
グにおいても大規模な並列計算による大規模数値実験に
より，台風の部分と全体を同時に計算することが可能に
なりつつある．これらの近年の発展が台風について多く
の新しい知見をもたらしつつあるが，あらためて台風の
研究において何がこれまで明らかにされてきて，今後，
観測においてもモデリングにおいても何を明らかにして
いかなければならないのかを明確にしておくべきときに
あるように思われる．そこでこれを目標として今回のメ
ソ気象研究会では，台風とその部分であるメソシステム
についての研究をテーマとして選んだ．
プログラム：

趣旨説明坪木和久（名大地球水循環）
講演（各講演は質疑・討論を含めて25分）

「気象庁WINDASを用いた台風の立体構造に関する研
　究」　　　　　手柴充博（京大宙空電波）
「台風の2重眼について」
　　　　　　　　林泰一（京大防災研）

「螺響時に観禦戴鋸編命’レ稲s肛ediバ

「関東地方における台風0221号とメソ前線の変化」
　　　　　　　　北畠尚子（気象研）
「台風のスパイラルバンドの降水強化過程」
　　　　　　　　野村光春・坪木和久（名大地球水循環）
「台風の非軸対称構造に関する数値実験」
　　　　　　　　余田成男（京大院理）

「雲解像非静力学2way多重移動格子モデルを用いた台
　風の予報実験」益子渉（気象研）
「THORPEX計画における台風の観測と予報」
　　　　　　　　中澤哲夫（気象研）

総合討論

目時：2004年5月18目（火）セッション終了後から
　　　2時間以内

場所：気象庁大会議室（5F）

内容：対流圏オゾンに関連した最近の話題について，以
下のお二方に講演をお願いしております．基礎的な話か
ら，現在手掛けられている最新の研究まで，平易にお話
して頂く予定です．関心をお持ちの方は是非お集まり下
さい．

　1）金谷有剛（地球フロンティア）：対流圏オゾンの光化
　　学一最近の進展一
　2）北和之（茨城大）：実際の対流圏オゾン分布を決める
　　ファクター
世話人：笠井康子（通総研），川上修司，河本望（JAXA／
　　　　EORC），永島達也（環境研），庭野将徳（京大院理），

　　　　村田功（東北大院環境）

連絡先：村田功（東北大院環境）
　　　　TEL：022－217．5776，FAX：022－217－5775，
　　　　E－maill　murata＠pat。geophys．tohoku．acjp

日時：2004年5月18日（火）17：45～2時間程度
場所1気象庁講堂
話題：

L南極観測報告
「JARE45におけるクライオサンプラー回収気球実験」
　　　　　　　　　　　　　　菅原敏（宮城教育大）
「44次隊越冬報告：南極の気象一カタバ風とブリザー
　ドー」　　　　　　　　　　　佐藤薫（極地研）

2．極域・寒冷域の気候変化
「昭和基地の40年間の気象データに見られる特徴」
　　　　　　　　　　　　　　平沢尚彦（極地研）
「気象庁におけるオホーツク海の海氷解析」
　　　　　　　　　　　　　　金子秀毅（気象庁）
r永久凍土地帯の炭素循環」　　中野智子（都立大）

「山岳氷河の縮小傾向」　　　　藤田耕史（名大）

「大規模大気循環のここ数十年の変動」
　　　　　　　　　　　　　　小林ちあき（気象庁）
　今回の極域・寒冷域研究連絡会の前半は，南極観測隊
報告です．先の冬の44次越冬隊及び45次夏隊にて観測
に携わった方々から最新の成果を報告して頂きます．
　後半は，　「極域・寒冷域の気候変化」と題して，観測
データに見られるここ数十年の気候の変化についての講
演です．最近，極域・寒冷域の観測データの蓄積が進み，
数十年規模の変動も議論できるようになってきました．
地球温暖化のシグナルが高緯度に現れやすいという議論
もありますが，実際の観測データに見られる極域・寒冷
域のここ数十年の変動のシグナルについて，観測データ
の解析に携わる5名の方々から話題提供して頂きます．
代表　：山崎孝治（北大院地球環境）
世話人：平沢尚彦（極地研），中村尚（東大理），浮田甚郎
　　　（コロンビア大），高田久美子（地球フロンテイア），
　　　　阿部彩子（東大気候システム）、，佐藤薫（極地研），
　　　　本田明治（地球フロンティア），齋藤冬樹（東大気
　　　　候システム），高谷康太郎（地球フロンティア）

問い合わせ先：高谷康太郎（地球フロンティア）
　　　　　　　TEL：045－778－5526，FAX：045－778－5707，
　　　　　　　E－mail：takaya＠jamstec。gojp

秋季大会の予告

2004年度秋季大会は，2004年10月6日（水）～8目（金）にアクロス福岡（福岡市）で開催される予定です．
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大会第1日〔5月16日〕10：00～12：00
　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

降水システム1

A会場

　　　　　　　　　　　座長：橋本明弘（AESTO）

AlOl鎌・浅漱吾郎（東大気候システム）他1名
　　ビン法粒子モデルによる雲一エアロゾル相互作用
　　の数値実験

A102撫・平田雄志（大阪大院基礎工学）他1名気塊
　　内で競合的成長する雲粒の平衡半径評価モデル

AlO3瞼（東京海上リスクコンサルティング）・肖鋒
　　（東工大）他1名　降水の落下過程へのSemi－
　　Lagrangian法の適用

AlO4鰍（AESTO）・村上正隆（気象研）氷晶核化過
　　程に関する診断的パラメタリゼーションの開発

AlO5駄・村上正隆（気象研）他3名雲物理パラメタ
　　リゼーションを用いた山岳性降雪雲の雲水量の推
　　定

AlO6燃・楠研一（気象研）他4名航空機による山
　　岳性降雪雲の内部構造の観測（V）

AlO7濾・青梨和正（気象研）他5名WAKASA2003
　　（WMO－03）中の降雪システムについてのAMSR－E
　　観測と雲解像モデルの比較

A108勲（気象研）2003年7月20日熊本県水俣市
　　で発生した集中豪雨の発生メカニズムその2：甑
　　島列島と天草～長島にかけての地形の影響につい

　　て

A109撚（地球フロンティア）熱帯のスコールラ
　　インの3次元数値実験

AllO灘（地球フロンティア）・佐藤正樹（地球フロ
　　ンティア／埼玉工大）他1名全球非静力学モデル
　　NICAMへの雲微物理過程の実装

気候システム1
B会場

　　　　　　　　　　　　座長：釜堀弘隆（気象研）

B101轍（気象研）・木本昌秀（東大気候システム）
　　20世紀海洋データ同化一予備的実験一

BlO2㈱（気象庁気候情報）他JRA－25長期再解
　　析プロジェクト再解析のデータ同化システム

B103燃・筒井純一（電中研）JRA－25長期再解析プ
　　ロジェクトー再解析における台風位置情報の活用

　　その2－

BlO4繍（地球研）・杉本敦子（北大院地球環境）
　　他1名中国北西部Qiyi氷河周辺の水蒸気輸送一
　　水蒸気の同位体解析ケーススタディー一

B105燃（観測フロンティア）・太田岳史（名大生農）他
　　1名ルーチンデータを用いたシベリアタイガ林で
　　の長期フラックス推定一降雪遮断と開葉目の影響

B106鰍（JST）・木村富士男（筑波大地球科学）北東
　　アジアにおける乾燥気候の形成に対するチベット
　　高原の役割

BlO7Haris　S　ahbuddin（神戸大自然）・E．Runtunuwu

　　（lndonesia　AH田）他3名Climate　Change　in
　　lndonesia　：　Observation　during　l980－2002　and

　　Simulation　fbr2010－2039

B108羅・小倉健夫（茨城県林業技術センター）原因
　　不明のスギ針葉変色と衰弱一気象害の可能性一

BlO9轍（総合科学研）2004～06年干天、2015年
　　冷夏、2020年冷夏、2022～28年2年間と4年間
　　の大凶冷を予測
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大会第1日〔5月16日〕10：00～12：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．）

一般ロ頭発表

気象予報1

C会場

　　　　　　　　　　　座長：川畑拓矢（気象研）

ClO1藤胴・石田純一（気象庁数値予報）他10名現業
　　用非静力学モデルの実験運用について

ClO2騰・黒田徹（気象研）他5名水蒸気を同化す
　　る非静力学4次元変分法データ同化システムー
　　∫NoVA開発報告（第3報）一

ClO3灘（気象庁数値予報）　NHM時間積分におけ
　　る浮力の扱いと連続式における水蒸気拡散の考慮

　　について

ClO4態撫・斉藤和雄（気象庁数値予報）気象庁非静
　　力学モデルの境界層過程の改良

C105鞭・石田純一（気象庁数値予報）気象庁非静
　　力学モデルヘの2次元領域分割法の実装

ClO6翫・大澤輝夫（岐阜大院工）他3名MM5を
　　用いた局地気象予測の可能性に関する検討（その2）

ClO7Soon－Hwan　Lee・Chan－Su　Ryu（Chusun　Univ．）下層

　　ジェットが朝鮮半島南部地方の集中豪雨に及ぼす
　　影響

C108鰍（慶磨義塾高）・増田有俊（日本気象協会）他
　　1名メソスケール気象モデルのルーチン運用とそ
　　の教材化

ClO9撒（慶磨義塾高）・高橋庸哉（北海道教育大付
　　属教育実践）体験学習r大気の科学のスーパーサ
　　イエンス」の開発

CllO鰍（気象大）台風の暴風域に入った時間数の
　　統計と天候デリバティブヘの利用

中層大気
D会場

　　　　　　　座長：山森美穂（情報通信研究機構）

DlOl騰（東大院理）・中村尚（東大院理／地球フロン
　　ティア）2002年9月の南半球成層圏突然昇温の対

　　流圏起源について

DlO2麟・廣岡俊彦（九大理）他2名南半球2002年
　　冬季における成層圏突然昇温について

DlO3繍（地球フロンティア）・永島達也（環境研）
　　高解像度AGCMを用いて重力波抵抗パラメタリゼ
　　ーションを最適化する試み

DlO4礁・高橋正明（東大気候システム）南半球傾
　　圧不安定波帯に於ける重力波の解析

DlO5灘（京大理）・木津暢彦（気象庁）他1名昭和
　　基地ラジオゾンデ集中観測データに基づく南極域

　　重力波の研究

DlO6膿・村山泰啓（情報通信研究機構）他2名オ
　　ゾンゾンデ3時間毎観測に現れた大気重力波にと
　　もなうオゾン変動

DlO7額・今村剛（ISAS／JAXA）他1名下部成層圏
　　における慣性重力波砕波に伴うオゾンの鉛直混合

DlO8撒・中島英彰（環境研）他7名ILAS－Hバー
　　ジョン1．3による下部成層圏オゾンデータ質の評

　　価

DlO9㈱・福島徹也（京大宙空電波）他5名MLT領
　　域大気光の構造の日米協同観測
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大会第1日〔5月16日〕16：30～17330
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

P’0’職1鮪羅覆騰顯翻製羅醸鰭
　　収支に及ぼす影響予測

P102㈱（気象予報士会）関東における気温目較差変
　　化のフラクタル次元と地域性

P103鷹（東海大）・立花義裕（東海大／地球フロンテ
　　ィア）ENSOに対するグローバル大気の非線形・
　　非対称応答

P104櫨（総研大）・山内恭（極地研／総研大）他1名
　　バックワード・トラジェクトリー解析による1997
　　年の南極域の大気輸送

P105墾斡勲繋難鶉：1舖雛欝
　　積分実験の予測精度評価（1）

PlO6顯（環境研）・江守正多（地球フロンティア）他
　　4名CCSR／NIES　AGCMにネスティングしたNIES
　　－RAMSによる21世紀のアジアの水循環変動

P107繰警耀鐵灘鞭糟児、錨鴛床

P’08幣：養欺囎器滋4羅輪観ン

P109騰韓繰、3？警3野璽豹懸121年

P’10灘撫辮離麟甥騒養イ1ヒ半球の中高緯

P’11憐麟　華鋤槻y麟蝿毯驚鷺化

P112鞭（熊本大／地球フロンティア）・野中正見（地
　　球フロンティア）北太平洋冬季海面水温の変動に
　　及ぼす海洋混合層の効果について

P113購気騒器蕊羅麟4名1999年度夏

P114螺轄響鵬纏驕発魏近年の光化

PIl5轍・坂本雅巳（気象庁気候情報）他1名JRA
　　－25長期再解析プロジェクトTOVSオフライン
　　品質管理

P116難雛鰐馨鱗騰）轡ゴ愛一
Pl17鞭・宮原三郎（九大理）皆既日食により励起
　　される大気擾乱のシミュレーション

P118騨畿嬰弊（鷲臨rだ鳥講底藩
　　イフサイクル実験

Pll9磁（北大院地球環境）・Brain　J．Hoskins（英国
　　Reading大）南半球ストームトラックの東西非対称
　　性の季節および経年変動

P’20癬薯藩鯉駿鶏灘鳶回転成層流

Pl21駄罠・塩川和夫（名大STE研）他4名大気光画像
　　データを用いた中問圏重力波の運動量フラックス
　　の導出

P122欝縣器）筋騨驚轡製，逢
　　SPMODEL

ポスターセッション

P’23騨蔚1翻蠣麟齢響）他1名大規模山岳

P’24難嵩簾欝整舗購越、辮サウン

P125鎌・真野裕三（気象研）他1名次世代赤外サ
　　ウンダの選択チャネルの共通性（1）

P126麟・内山明博（気象研）他2名ADECスカイ
　　フジオメーターネットワークによる観測2002年
　　，2003年の観測結果について

Pl27撚（フランクリン・ジャパン）JLDNで観測さ
　　れた2003年の沖縄地域の落雷

Pl28繋簿長旛轡会）商船用自動気象観測●通

P129、蹴醒欝健蜷蘇麟灘囎讐
　　ズムの新しいバージョン

P130鰍・高橋暢宏（情報通信研究機構）他1名マ
　　イクロ波放射計による陸上降雨判定手法の比較

P131欝1螺繍曇誌縢襲難糠募籍豊
　　作用

P132韓難縄幌欝懲購雛錨孕発
　　ゴリズムの開発一数値シミュレーションによる能
　　動型センサの感度解析一

Pl33隠・阿部吉和（大阪府立大）他3名ブロード
　　バンドレーダの研究開発と初期観測結果

P134醗・安藤俊行（三菱電機）他8名風況精査用光
　　波レーダの開発（1）一システム構成および初期評価

P’35購濃齢灘鞭脚摺誓肇
　　ラ（WPR）による水蒸気量の推定

P136羅と灘鰺群轟鷺、嘩島に出現する

P137石　　　　・桑形恒男（農環研）他3名20世紀の気
　　　変　に伴うアジアにおける灌概要水量の時空間
　　分布特性

Pl38鶏雛懸道旭川西高）教室でおこなう過冷却

Pl39撒・村山利幸（東京海洋大海洋工学）紫外ラ
　　マンライダーによる対流圏エアロゾルの光学的性
　　質

P140欝購鞭磁轟　鑑’名3次元簡易

P14’轍（謙警営鮮勝多晃旦躯窺
　　測を取り入れた解析）

Pl42轍・下舞豊志（島根大）他4名EARおよびデ
　　ィスドロメータによるスマトラ・コトタバンの雨
　　滴粒径分布特性解析

Pl43鯉臨欝欝麟1名地上用雷電探

P144辮纏奎製蟻羅漏名日本の冬季ス
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Pl45蝋・中村健治（名大地球水循環）TRMMデー
　　タによる目本周辺域における冬季降水の鉛直構造

P146舗1獣1灘曝鱗騨翻騨
　　月，2002年12月一

P’47鱗ま鑛難驚職ウインドプロフ

P148灘（福島大）2004年1月14日のLongitudinal－
　　mode降雪雲の形成について

P149謙・余偉明（東北大院理）他1名首都圏におけ
　　る晴天日に発生した短時間強雨の数値シミュレー

　　ション

Pl50馨藩畿難奏騨鷲鎌劉三〇阜塑
　　の特徴

P151麹暴謬婁義灘舞藩融鵠蘇大積

P’52男織、欝諜灘鶴懲羅萎泥

P153羅麟糠鵬野禦購駆璽
　　いて一Planar行t法のパラメータ決定に関する考察

P154舗努鴛騰簾轍敷繭護覇響（環境

P155騰縫輪麟勧燭藤縮獣，韮惣曇
　　と謎の海陸風的日変化の関係

Pl56磁寛（弘前大理工）・安田延壽（東北大院理）他
　　CAPS2003観測データを用いた接地気層乱流の構
　　造（1）一高次相関量の確率分布を中心として一

P157舗糟麓灘然）雲片融解翻こおける着

P15瑠羅痕蓉奨蟹藷館歪硲体認撃鵬
　　浅水波モデル

Pl59灘（輪島測候所）・檜尾守昭（気象大）不連続面
　　を考慮した気象データ解析手法の開発

P160・’　　良・渡部雅浩（北大院地球環境）熱帯SST
　　の変　に対する対流性上層雲の応答

P161騨シ鰐遡華樂篶香難1弗護譲
　　射計データ利用

P162辮鵡線鰍顯灘猪灘謡
　　点について

P’63騨黙杢辮爆禦讐輪権鞭
　　積雲の発達過程

Pl64繍・和田将一（東芝）他2名雲解像モデル
　　CRεSSによる集中豪雨の量的予測の精度向上

P’65鳶識灘警耀欝鶉脇羨甚諺
　　いて
P166蕊戴（気象研）2way3重移動格子モデルを用いて
　　再現されたTO215の中心構造
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P’671懸論満雛響蛮鷺蕊3話ト善塑難
　　運動との関係について

P168辮簗揮と訪蕊縮購撒繍釜
　　の鉛直循環の解析

P169繍（大阪電通大）・古津年章（島根木）他7名
　　西スマトラで観測された熱帯対流シスァムの階層

　　構造
P170灘・山中大学（神戸大自然）他5名インドネ
　　シア・ジャワ島西部スルポンにおける風の日変化
　　と対流活動日周期変動

P171繍・近藤豊（東大先端研）他3名都耽大気中
　　のBlack　Carbon観測（質量吸収断面積の評価と
　　BC／CO比の変動）

P172欝潔難酵勢畢勢餓甥鰹レ’た

P’73螺浪り灘蓼卿轟鴛惣琶嘉
　　の変動

Pl74灘・石坂丞二（長崎大）他12名九州西海岸地
　　方における2003年春の黄砂現象

P175撒・堤之智（気象庁環境気象）バックトラジ
　　ェクトリ解析を利用した空気塊通過地域の影響

Pl76暴磁（気象研／JST）・三上正男（気象研）東アジア

　　のダスト発生臨界風速マップ

P177灘i欝シ鱗欝講羅鞍急対流圏●

P178灘羨鰭（蓼羅欝藩編芽づ
　　ン増大要因の研究

P179朧纏（欝李％認謬鴛甦忍繕象台）降水

P180難舞1．驚s凝襲乙講飛
　　ミュレーション

Pl81澱・中島英彰（環境研）他2名SFIT2を用いて
　　キルナFTIRスペクトルから導出したHNO3とN、0
　　の高度分布と衛星データ（ILAS）の比較

P182よ儲・眞木貴史（気象庁環境気亀）逆解析を用
　　いた亜大陸規模でのCO・年平均フフックスの解析
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降水システムl　I

大会第2日〔5月17日〕09：30～12：00
　　　　　　　　　　　（＿＿は講演者を表す）

A会場

　　　　　　　　　　　　座長：遠峰菊郎（防大）

A201蕪・西村照幸（地球フロンティア）他3名大
　　気気候モデルT106L52によるアジア大陸東岸の寒
　　気吹出と気団変質の再現

A202繍・坪木和久（名大地球水循環）上層メソス
　　ケールトラフに伴う冬季日本海上の帯状雲の発達
　　と小低気圧の発生

A203騰・高薮縁（東大気候システム）TRMM　PR
　　データのメソスケール統計を用いた熱帯・亜熱帯
　　域の降雨特性とその降水要因についての研究

A204鰍（名大地球水循環）上層乾燥空気の侵入に
　　伴う梅雨前線南側における降水強化一2003年7月
　　19－20日の九州の豪雨を例として一

A205灘・原昌弘（気象大）TOGA　COAREスコー
　　ルラインに対する鉛直シアの役割の数値実験

A206鞭・新井宏（東大海洋研）PV　inversionを用
　　いた診断的解析～1999年10月27目に関東地方に
　　大雨をもたらした低気圧～

A207鰍・石坂雅昭（防災科研）他1名柏崎の突風
　　（2004年2月5日）をもたらした雪雲のドップラー
　　レーダー観測

A208磯・中里真久（気象研）他5名ダウンバースト
　　の前兆としての降水コアの急激な落下一2003年
　　10月13日、千葉県成田市宗吾地区の事例一

A209鞭・小林文明（防大地球）他降雪雲に伴う突
　　風の微細構造

A210鞭・菅原広史（防大地球）他5名夏季東京都
　　心周辺におけるドップラーソーダ観測一対流雲発
　　生時の下層大気構造を捉える試み一

A211轍髄・水野量（気象大学校）L－momentsを用い
　　た強風の再現期待値の推定

A212鞭・藤原宏匡（防大）東北地方中通りにおけ
　　る霧の解消について

気候システムI　I

一般ロ頭発表

B会場

　　　　　　　　　座長：大和田道雄（愛知教育大）

B201礁・大和田道雄（愛知教育大）東アジアにお
　　ける秋季の豪雨発生に関わる帯状流のトラフと亜
　　熱帯高圧帯

B202騰・新野宏（東大海洋研）梅雨前線indexに
　　基づく明瞭年・不明瞭年の大規模場の特徴

B203大和田道雄（愛知教育大）・騰（岡山大院）東
　　アジアの梅雨前線活動期における水平風ベクトル
　　解析からみた大気循環場の変動

B204縢（岡山大教育）東アジアの季節進行の中
　　で見た瀬戸内型気候の降水について（序報）

B205礁・加藤内藏進（岡山大教育）3月頃の関東
　　の低温と南岸低気圧に関する総観気候学的解析

B206蕪雄（愛知教育大）・内山智穂（愛知県）北太
　　平洋高気圧の盛衰に伴う名古屋市のヒートアイラ
　　ンドの挙動について

B207大和田道雄（愛知教育大）・燃（愛知教育大院）
　　北太平洋高気圧時における名古屋市の局地降雨変
　　化特性

B208慶灘・山崎信雄（気象研）他1名目本における
　　雷の頻度の時刻別長期変化

B209噸債麓（気象研）極値順位データによる短時間豪
　　雨の経年変化

B210撚（気象研）地球温暖化が影響する日本の冷夏
　　と暑夏について

B211鷹・白井菜穂（弘前大理工）都市の温暖化に
　　対する放射冷却／逆転層形成の影響

B212鰍・甲斐千尋（東洋大院生命科学）他1名冷
　　夏時の海水温変化におけるフラクタル的情報構造
　　一伊豆半島周辺を例として一
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大会第2日〔5月17日〕09：30～12：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

大気力学

C会場

　　　　　　　　座長：田中博（筑波大地球科学）

C201鰍（京大理）・酒井敏（京大人環）済州島の
　　風下に見られるカルマン渦の特徴～成層および三
　　次元効果の影響～

C202鳳・板野稔久（防大地球）他1名台風Herb
　　にみられた楕円形眼の形成過程について

C203灘・余偉明（東北大院理）重力波におけるロ
　　ーブ・クレフト構造の数値的研究

C204鰍・金久博忠（気象大）軸対称渦の安定性解
　　析：浅水系N領域モデル

C205礁（東海大教養）・松島和宏（東海大工学）他1名
　　鉛直設置型閉ループ内熱対流実験～主流のカオス
　　的反転の条件とその分析～

C206松島和宏（東海大工学）・轍（東海大教養）他1名
　　半球規模β効果を持っ傾圧不安定波動室内実験

C207漁（JAXA宇宙科学）鉛直シアー中の赤道波に
　　よる南北運動量輸送：金星への応用

C208轍（東大理）・松田佳久（東京学芸大）金星上
　　層大気の変動

C209撒・新野宏（東大海洋研）現実大気と順圧モ
　　デルの擾乱に見られる位相速度と振幅の変動

C210鷺・石岡圭一（京大理）他1名f平面浅水系
　　における非定常なジェットからの重力波放射につ

　　いて

C211鞭・岩山隆寛（神戸大院自然）他1名一般化
　　された2次元乱流における自己相似減衰

C212想遡（地球フロンティア）・Tivon　Jacobson（東大

　　院理）他1名気候モデルにおける傾圧不安定のパ
　　ラメータ化一エネルギー論に基づく新しい渦移流
　　速度の導出一

物質循環1
D会場

　　　　　　　　　座長＝竹川暢之（東大先端研）

D201責撒（気象研）・藤井理行（極地研）南極ドームF
　　氷床コアから推定した過去32万年間の大気エアロ
　　ゾルの光学的厚さ

D202漬猟（気象研）タリム盆地におけるダストスト
　　ームの発生環境

D203』裳鰍・甲斐憲次（名大院環境）他1名タクラマ
　　カン砂漠のダスト層高度とタリム盆地の局地循環

D204蝋・清野直子（気象研）タリム盆地の風送ダス
　　ト飛散・輸送シミュレーション

D205松本拓也・鷺（名大院環境）他6名中国アク
　　スにおけるライダーシステム高精度化とエアロゾ
　　ル鉛直分布に関する研究

D206灘・和田勝也（東京海洋大海洋工学）他1名
　　多波長ラマンライダーで観測された森林火災起源
　　エアロゾルの光学的特質

D207藤田高士・鷺（名大院環境）他2名名古屋で
　　採取されたエアロゾルに対する黄砂の影響につい

　　て

D208灘（東大気候システム）・須藤重人（農環研）他
　　9名APEX総合観測期間中に奄美大島で測定した
　　春季の大気エアロゾル：（1）化学組成と発生源推定

D209騰・植田洋匡（京大防災研）他1名三宅島噴
　　火の結果として生じた硝酸・塩酸による酸性沈着
　　の増加

D210縢・近藤豊（東大先端研）他5名質量分析計
　　で観測された都市大気における微小エアロゾル濃
　　度の季節変動

D211蕪・近藤豊（東大先端研）他4名PILS－IC
　　によって観測された都市大気中の硝酸塩粒子生成
　　とその季節変化

D212灘・近藤豊（東大先端研）他7名都市大気中に
　　おける硝酸のガスーエアロゾル分配比の評価

D213騰・近藤豊（東大先端研）他3名東京におけ
　　る硫酸塩エアロゾル濃度の挙動
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大会第2日〔5月17日〕12300～13：00
　　　　　　　　　　　　　　（　　は講演者を表す．）
　　　　　　　　　　　　　　一

P201灘簸騨羅憂麟囑黙錫8
　　関係について

P202漢麗兜彦（地球フロンティア）・門田勤（観測フロン
　　ティア）他3名モンゴルにおける夏季降水特性の
　　特徴とその長期変化

P203襲認讐酸毘隣の矯鋸騨料1こよる現

P204撚・三上岳彦（都立大）1970年代後半に見ら
　　れるENSOと東アジア夏季降水頻度との関係変化

P205辮雛あ購縞旛騰謝難撫客
　　層起源対流のインパクト

P206難雛震翻階自然）季節平均気温力’らみた降

P207難気叢囎鰺響嶽一ラシア大陸上に

P208欝長灘諾編無囎魂
　　について

P209騰・安成哲三（名大地球水循環）南シナ海モ
　　ンスーン域における季節内変動の経年変動特性

P210懲藝攣鏡難一狸羅響馨響雛
　　から～

P211響難誘蓄蕎暴縮鋳盤蕊轡抵
P212醐・中井裕＝郎（森林総研）他8名群落多層モ
　　デルを用いた冷温帯落葉樹林における熱・炭素収
　　支の検討

P213難馨甥欺灘翻．講鱗畠
　　解析

P214醗鵜難輔薦嘉ステム）動態植生

P2’5欝轟縦鵬罐，鵬拠轟e差籍

P2’6辮難鱗璽翻）讐蘇幽説講
　　インパクトー一

P2’7羅扉韓鞭多麟離騰。魏霧
　　物理量の平均的特性（速報）

P218騰・福西浩（東北大院理）他1名南極昭和基
　　地上空中間圏界面におけるNa夜間大気光の波状
　　パターンについて

P2’9纏論堺毒懸欝馨欝）他4名極域

P220轍・佐々木秀孝（気象研）他1名地域気候モデ
　　ル（MR【一RCM）におけるアジア大陸上の低気圧活動

P221　　由血　（北大院理）・石渡正樹（北大院地球環境）

　　他2　水惑星実験における赤道域降水活動の放射
　　冷却率鉛直分布依存性

P222灘ぢ鞭難難麟緩講平饗製箒
　　成分と非定常成分の分離～

ポスターセッション

P223縣（北大院理）・石岡圭一（京大院理）fL平面浅
　　水系の円盤領域における孤立渦の安定性

P224繍・青木忠生（気象研）他1名低温下におけ
　　るCO22．7μm帯の吸収線パラメータの測定

P225藤鞭・深堀正志（気象研）他2名室温下にお嫉る
　　CH、Vl＋v4帯・v3＋v、帯の吸収線強度と半値半幅の

　　測定

P226鵬纏撚濤曳（響璽箒あ鮎鰍綬累
　　クトル測定

P227撚警蕪駄懸潔鴇耀羅素
　　く射伝熱の影響

P228嚥・山本さき（愛知教育大）他6名丁型ライン
　　マイクロホンのノイズ減殺効果

P229，巴ま臓・小熊宏之（環境研）他3名定点連続撮影
　　カメラを利用した積雪深推定方法の検討

P230　上幽志良（気象研）・牛尾知雄（大阪府立大学）
　　MSGの赤　多チャンネルデータによる降水域推定

　　について
P231繍（JST）・青梨和正（気象研）他2峯青梨リト
　　リーバルアルゴリズムを用いて計算された
　　TRMM／TMIの降水量に関する研究

P232辮嵐裂蘭翻騨偲翠男雪藝
P233Nick　Schutens・熊谷博（情報通信研究機構）
　　Inte甲retation　of　oversampled　radar　reflectivity　profiles

P234Find　Ren　ono（BPPT，Indonesia）・橋口浩之（京大宙

　　工電波）他2　　赤道大気レーダーによる熱帯域降
　　水特性の研究”

P235繍・酒巻洋（三菱電機）他8名風況精査坦光
　　波レーダの開発（2）一風速ベクトル算出結果の評価

P236縣・鈴木臣（名大STE研）他8名高感度冷却
　　CCDカメラを用いた大気光分光温度フォトメータ
　　の開発2ナトリウムライダーとの比較

P237辮継雑欝羅轍騨難奨
　　気の観測

P238騨鞍難聯畿纏臨蟹蛋嚥
　　連性

P239雛磨購鱒嚇諮弊勢ノ，藁
　　定への変分法導入の試み

P240撒・森征洋（香川大院教育）20璽年3月28
　　目に中国・四国地方を通過した寒冷則線について
　　一高知市でダウンバーストを引き起こした線状対
　　流系の解析一

P241耀（畢騨1ど講熟甲郵誉鍵鞭
　　する総観気候学的研究

P242耀驚卿騨≧職磐鋤臨≡
　　CGCMO2）の性能評価
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P243騰（筑波大生命環境）・安成哲三（名大地球水
　　循環）　インドネシア海洋大陸における降雨活動の
　　日変化の時空間特性一TRMM衛星データによる
　　解析一

P244繍糞鑛饅騒羅翻齢駕次元屋外

P245儀鵡矯灘魏魏鞭諜麟蒼禺
　　における水蒸気の動態の把握

P246騰（京大院理）・林泰一（京大防災研）バングラ
　　デシュにおける竜巻の気候学的特徴と発生時の大
　　気環境場の特徴について

P247欝禽蔓態秀舗顯灘灘麗．
　　プの作成」研究（II）衛星搭載マイクロ波放射計降水
　　リトリーバルアルゴリズムの改良

P248麟綴鷹喬縢購継講葎．
　　プの作成」研究（III）衛星搭載マイクロ波放射計に
　　よる全球降水マップの作成、評価、高度化

P249羅・中川勝広（情報通信研究機構）他4名
　　CREST「衛星による高精度高分解能全球降水マッ
　　プの作成」研究（IV）マイクロ波放射計降水強度リ
　　トリーバルアルゴリズムの改良および検証のため
　　の降雨観測実験

P250燃・浅野正二（東北大院理）他1名NOAA－
　　AVHRRデータ解析によるヤマセ雲の雲物理構造

P251朧（鱗簑調纏辮轟篇晶怨
P252繍・城岡竜一（観測フロンティア）他8名
　　PALAU2002の航空機とレーダーによって捉えら
　　れたライン状降水雲の数値実験その2：降水雲の
　　成因につて

P253朧耀驚講執諜灘鯉
　　レーション

P254燃・上田博（名大地球水循環）他1名オース
　　トラリア大陸北部で発生した降水システムの発達
　　過程と非断熱加熱との関係

P255轍（欝豹，釜難鵬賜畢瞬
　　析一15時のレーウィンデータとレーダーエコーの
　　時間変化から一

P256鰍（防大）・笠松扶美（東工大）他4名　リモー
　　トセンサによる顕熱フラックス測定の試み

P257鰍・中西幹郎（防大地球）夏季関東平野にお
　　けるGMS雲画像で見る地上風系と午後の降水と
　　の関係

P258漬撚・荻野慎也（神戸大自然）他1名六甲おろ
　　しに関する下部対流圏の観測と数値シミュレーシ
　　ョン

P259縢・菅原広史（防大地球）他2名航空機搭載
　　シーロメータによる冬季関東での局地前線の観測

P260、　智恵　・中屋耕（電中研）他3名森林上におけ
　　る領　’ノ1ゼロ面変位の特徴

P261勲・樋口篤志（名大地球杢循環）他3名エア
　　ロゾンデで観測された亜熱帯局気圧下での大気境
　　界層の構造

2004年4月
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P262纏瀦雛纏擁議搬灘鞭1こ
P263鞭（気象研）・松村崇行（気象庁数値予報）2タ
　　イムレベルセミラグランジュ法の開発（2）

P264Chan－Su　R　・Soon－Hwan　Lee（Chosun　Univ．）高層

　　観測資’架の増加が気象予測精度に及ぼす影響

P26塗甑と欝離懸菰発修麓キャノピ

P266蹴・森島済（東京都環境研）他6名2003年9
　　月3日の雷雨時における都内の気象現況について

P267騰蝿惣凱ク昏波潔翫鈴剣
　　台風域内における海上風の導出

P268騨欝奪納甥職鰯鴛綿鍵他2
　　TO313号の事例解析～

P269欝京湘欝翻墾響灘贈農差
　　帯周辺での風速変動

P270総懸励霧熱轟藩繍灘撫
P27’趣雛彗杢鰍瀞審羅蝶繰難イ置
　　の検証

P272騰・岡本謙一（大阪府立大）他1名衛星観測
　　データでみた2002－03年エルニーニョ現象

P273難認欝鼎籍搬醜蒜拶車奏
　　粒径別数濃度

P274轍・中島墓彰（環壌研）他3名ILAS－IIエア
　　ロゾル消散係数アータ質評価

P275灘み製琴啓算辮駕翻齪轟舅
　　よび化学成分

P276騰蒲驕雑魏理）日本付近に至り達する

P277辮詩勢鯵藝）ト聾音殉癌董誌
　　節変動の研究

P278鞍繋糊轟翻藷購婁轡哀算
　　日別値の作成について

P279鰻．・北和之（茨城大理）他5名SHADOZオゾ
　　ンゾンァデータに基づく熱帯域の対流圏オゾン増
　　大現象の出現傾向とその成因

P280蕪、タ勤騨霧踊菊つ解5’ラ輿
　　ル濃度場への影響

P281灘（東ヨヒ大院理）・川村賢二（ベルン大）他4名
　　グリーンフンドNGR【Pおよび南極ドームふじ深層
　　氷床コア分析による過去11万年にわたるメタン濃
　　度の変動とその要因の推定

P282鱒主蟹灘讐臨乞智灘
　　の変動

P283騰離総謡欝癩拶変動が二酸化
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大会第3日〔5月18日〕09：30～12：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

降水システムl　l　l

A会場

　　　　　　　　　　　座長：青梨和正（気象研）

A301責撫・小司禎教（気象研）他若狭湾特別観測
　　（WAKASA2003）の固体降水の構造と雲物理量の特
　　徴（その3）

A302鵜（情報通信研究機構）・清水収司（JAXA／
　　EORC）他1名雨滴粒径分布のマイクロ波放射計輝
　　度温度へ与える影響の評価

A303鰹・酒井敏（京大人環）他1名赤外線放射温度
　　計による雲底温度測定～快晴時モデルによる水蒸
　　気補正～

A304鯉・酒井敏（京大人環）微気圧計の設計と微
　　気圧観測

観測手法

　　　　　　　　　　　座長：青梨和正（気象研）

A305撫（気象研）・柴田彰（JAXA／EORC）他1名衛
　　星搭載マイクロ波放射計AMSRE降水強度リトリ
　　ーバルアルゴリズムの開発（その1）

A306燃（奈良女子大理）・内山明博（気象研）人工衛
　　星近赤外放射観測データを用いた積算水蒸気量の
　　推定

A307峯松宏明・三田昭吉（気象大）静止気象衛星データ
　　から得られた地表面温度の特徴

A308礁（気象研）マイクロ波放射計による気温プ
　　ロファイルの観測

A309礁（気象研）降水粒子計によるレーダー降雨
　　観測の解析

A310風轍・西澤智明（東北大院理）他9名観測船「み
　　らい」MROl／KO2期間における雲レーダとライダ
　　による雲解析

A311醗旦・岡本創（東北大院理）他4名2波長偏光
　　ライダーデータを用いたエアロゾル導出アルゴリ
　　ズムの開発（II）

A312燃・遠峰菊郎（防大地球）他3名熱気球を
　　用いた大気境界層観測の可能性について

気候システム1目

一般ロ頭発表

B会場

　　　　　　　　座長：渡部雅浩（北大院地球環境）

B301轍（東海大／地球フロンティア）・小木雅世（北
　　大地球環境）他1名2003年夏季の異常気象と夏季
　　北半球環状モードとの関連

B302灘（北大地球環境）・山崎孝治（北大地球環境／
　　地球フロンティア）他1名夏季北半球環状モード
　　の維持過程について

B303燃（東海大）・立花義裕（東海大／地球フロンティ
　　ア）他2名北半球環状モードの季節間持続性に対
　　する北半球の積雪の影響

B304撒・山崎孝治（北大院地球環境）水蒸気輸送
　　と環状モードの関係

B305蕪・小寺邦彦（気象研）太陽活動による南半
　　球環状モードの変調

B306嚥（北大院地球環境）アジアジェット導波管
　　とNAOの下流への伸張（続）

B307臓（筑波大地球科学／IARC／FRSGC）・神田貴博
　　（筑波大自然）大気大循環に観るE’＝〃702の法則

B308燃（富山大理）・R．Suppiah（CSIRO）他2名
　　CSIRO気候モデルで再現されたENSO一モンスー
　　ン結合

B309癒（地球フロンティア）・住明正（東大気候シス
　　テム）他5名高分解能大気海洋結合モデルによる
　　ハワイ諸島西方に特有な大気海洋相互作用現象の

　　再現

B310、騰讐暴鎌孫名縮あ籍彰
　　同期

B311轍・鬼頭昭雄（気象研）大西洋の淡水収支と
　　熱塩循環の循環様式
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大会第3日〔5月18日〕09：30～12：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

熱帯大気巳

C会場

　　　　　　　座長：高薮縁（東大気候システム）

C301轍（なし）リンクするエルニーニョとマヨン
　　の噴火～ミンダナオドームの解明～

C302騰・高野清治（気象庁気候情報）他3名夏
　　季西部太平洋熱帯域における降水量予報一季節予
　　報予測可能性に対するSSTのインパクトー

C303鰍・木本昌秀（東大気候システム）他1名高
　　解像度大気大循環モデルで再現されたモンスーン
　　域の季節内変動

C304Rosbintarti　Kartika　Lestari・Toshiki　lwasaki（東北大

　　院理）Role　of　SST　in　the　Seasonal　March　of　the

　　South　Asian　Monsoon

C305顯・飯塚聡（防災科研）他2名インドシナ半
　　島におけるモンスーン後退期の降雨特性

C366V．S．Prasad・Taiichi　Hayashi（京大防災研）他1名

　　The　Onset　and　the　Evolution　Characteristics　of　Asian

　　Summer　Monsoon

C307磁（東大気候システム）TRMM　PRとTMIデー
　　タを用いた熱帯域の背の高い降雨と海面水温との
　　関係についての解析

C308鞭・高薮縁（東大気候システム）TRMM衛
　　星データを用いたMadden－Julian振動に伴う降水
　　特性の解析

C309漬撫・高藪縁（東大気候システム）順圧エネ
　　ルギー変換に対するMJOの効果と西風バーストと
　　の関係

C310撚・山本真之（京大宙空電波）他6名赤道大
　　気レーダーによるスマトラ島雨季における対流活
　　動の観測

C311灘（京大防災研）・山中大学（神戸大自然／
　　FORSGC）他7名インドネシアにおける対流性降
　　水雲に関する研究（第ll報）「

物質循環ll
D会場

　　　　　　　　　　　座長＝村山昌平（産総研）

D301鷹・山本晋（産総研）他3名冷温帯落葉広葉
　　樹林における長期観測から得られた大気中CO，濃
　　度の年々変動

D302騰（環境研）・渡井智則（地球人間環境フォー
　　ラム）他3名西シベリア・ベレゾレチカにおける
　　大気境界層内とその上空のCO、濃度一航空機観測
　　とタワー観測の比較（1）一

D303逼鳳・近藤豊（東大先端研）他4名都市域にお
　　ける窒素酸化物の挙動に関する研究

D304撚・小池真（東大理）他9名春季西太平洋域で
　　観測された自由対流圏中での人為起源物質の増大
　　（その3）PEACE－B航空機観測

D305撫・佐藤弘樹（茨城大）他8名タイ春季におけ
　　るオゾン高度分布観測（2）：中上部対流圏のオゾン増

　　大要因

D306鰯・向井人史（環境研）アジアにおける対流
　　圏オゾン測定の国際相互比較実験

D307撫・長浜智生（名大STE研）他5名地上ミリ波
　　放射計による成層圏・中間圏の水蒸気観測一H2180
　　観測結果とH20，H2180同時観測計画一

D308灘・寺尾有希夫（環境研）他4名ILAS－Hに
　　よる2003年南極オゾンホールの観測

D309騰（気象研）・宮川幸治（高層気象台）他1名
　　2001年2月14日にヨーロッパ上空に出現したオ
　　ゾンミニホールについて

D310繍・L。B．Zhou（環境研）北半球中高緯度下部
　　成層圏におけるN、0濃度分布の年々変動と、北極
　　渦崩壊時期、子午面循環、水平渦拡散係数との関

　　係

D311難・岩崎俊樹（東北大院理）他1名等温位面
　　の帯状平均に基づく子午面輸送方程式による対流
　　圏・成層圏オゾン輸送特性の解析
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大会第3日〔5月18日〕12：00～13：00
　　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

P301縷縫編蟹蟹鰐癖～南関東沿岸にお

P302購・岩崎俊樹（東北大院理）他2名局地気候
　　モデルを用いた2003年7月の天候の再現実験

P303繍講鶉騨轟姦鮒東アジア夏期季

P304　　　　　（東京都立大）・塚原東吾（神戸大）他2名
　　日本にお1る19世紀気象観測記録の補正均質化と
　　その気候変動研究への応用

P305撫（筑波大院）・井上豊志郎（気象研）他1名
　　Split　Windowデータを用いたベンガル湾における
　　雲型判別

P306繍る醤羅諺講壱）熱帯モンスーン

P307撚（日大院）熱帯成層圏東西風と対流圏上層
　　の大気循環との関係一1993年と2003年の比較を
　　中心として一

P308懸臨鶴攣鵬大醗駕与
　　北半球海氷シーソー（その2）

P309撚・新居知巳（群馬大教育）モンゴルにおけ
　　る気象要素の年々変動と植生指標の年々変動の関
　　係

P310誉鴨動噺轡樽育）モンゴノレ1こおけ

P311鷺・山内明子（東洋大院生命）他1名エルニ
　　ーニョと局所的フラクタル次元との関係について

P312霰馨済灘論辮慧難鴇魯華
　　ルの拡散シミュレーション

P3’3鱒離麟軌覧環醒ループJ踏一25

P3’4繍画轍蝋蕊攣囎継3名長期

P315顯・村山泰啓（情報通信研究機構）他3名
　　アラスカでのライダー・レーダー観測による中間
　　圏擾乱・大気波動と成層圏突然昇温の関連

P316雛欝た難蕊糖臨礁諮養醐
　　析その3

P3’7難温総難券杏鰹難㌦贔灘窺
　　点から見た事例解析一

P318離（筑波大地球科学）・田中博（筑波大地球科学／
　　IARC／FRSGC）ブロッキング形成時の順圧運動エネ
　　ルギー収支

P319轍島灘離鵯階鴇壽灘1こ伴

P320灘写嚇灘舗齢鴇灘慮
　　重力波

P321鰍（東大院理）・松田佳久（東京学芸大）PJパ
　　ターンにおける順圧擾乱の生成

P322麟轟横纏欝輸革叢嬰1華
　　ションコードの開発

ポスター一セッション

P323羅巖朧嬢魏響響轟灘茎
　　間の相互作用に関する研究

P324鞭糟讐鋸融艦講纏齢額歳
　　型化学物質輸送モデルのアジア域への応用

P325薄蟹羅羅島義緕隣鮮を用

P326鱗廃鵯撃灘礁論褐簸誕整騙
　　度の検証

P327融艦室囎辱謄響騒翻く1ま●宮古

P328繍（舗滑ε讐翻麟羅志（信州大）自然

P329糀轟難音鵬臨朧鞭任
　　トセンシングー新潟県上越国境周辺を事例に一

P330灘舗灘糊萄購融A縣羅
　　観測

P331騒躍麟警欝脆舗獣・
　　推定の比較研究

P332熱ラ講露螺鵬三無鯉犠
　　粒径分布の物理的整合性チェック

P333撚・岡本創（東北大院理）．95GHz雲レーダに
　　対する氷粒子の密度低下の影響評価

P334繕顯薦罵蓉簾聾撫羅法
　　の開発

P335鵯難、函濯鷺馨欄襯、．盤磐難
　　太平洋域大気運動の観測

P336羅氏醗灘欝鼎穿聾麗峰3
　　プラーライダーの開発

P337籍織繍網贈肇籍灘名対流圏
P338撚・青山雄一（京大宙空電波）他2名富士山に
　　おけるダウンルッキングGPS掩蔽観測

P339懸購蔽囑継鼎他4名日本1こお

P340撒・柳野健（気象大）積雲対流の解析とシミ
　　ュレーション2003年10月13日、成田、鹿嶋に
　　突風被害をもたらした低気圧

P341難漿嫉暫牒翻げ士雌雲の発生時に

P342朧・泉岳樹（都立大）他2名温度場から推測
　　する温冷感とその要因・構造に関する研究

P343　　田　志（京大防災研）・寺尾徹（大阪学院大）他1

　　　＿、市対流圏温度偏差の変動とENSOのずれの
　　要因につて
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P344騨箪鴫遡鷲離欝漏勘鶏
P345難麟拳謬騨型犠名スプライト

P346欝融詮嶽寒峯善1騰誕鶏馨寮騨

P347羅皇黙秘酪鶴翻禦翠奮響
　　ンによるサンプリング誤差の推定とモデリング

P348鰍（気象庁数値予報）フラクタル次元を考慮
　　したエントレイメント安定指数ESIによる発雷予
　　測の検証2

P349騰痙難難辮雑響犠轟毅孟覆
　　（その7）一エアロゾルと雲粒の数濃度の対応

P350糠繕繭鷺麓警灘難4鳥褒需
　　構造の変化（II）一沖縄島通過前のシステムの気流構
　　造について一

P351騰，爵讐蟷躍輿轡と講欝
　　ら算出されるパラメータを用いた事例解析一

P352鼎讐謂鵬鵜誇騨融携購お1ナる

P353灘（北大院地球環境）・藤吉康志（北大低温研）
　　2D－Video－Dis廿ometerを用いた箋の観測

P354　　由紀　・松永信博（九大総理工）他1名福岡都
　　　　に形　されるヒートアイランド構造と天気に
　　よる相異

P355鷲纏颪妻難轟繍墜榊香ヲll県にお

P356圭騰轄義編●山本哲（気象研）他1名鉄

P357燃（北大院地球環境）・藤吉康志（北大低温研）
　　三次元ドップラーライダーによる晴天積雲の形成
　　過程の観測

P358驚購と硬鞭魚轡難勢聾轟窺嬰
　　ミュレーション

P359朧1と鷺讐騨鵬論灘響用いた

P360翻轡iき灘辮融鵬灘舅繹
P361鵜（気象研）多波長時代における衛星サウン
　　ダーアータの処理手法

P362鰹璽鑓猫縫盤鴇旛是婆警
　　る利用

P363糠熊準獺瀬解襲組書臨援
　　害をもたらした低気圧の解析一突風のナウキャス
　　トに向けて一

P364繋．最親鷲鍛動袈鞭難濤
P365灘・久田由紀子（九大総理工）他1名福岡に
　　おける海風の形成機構について

P366雛1気象研）温帯低気圧化末期の台風0221号
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P367藤騰・手柴充博（京大宙空電波）他5名
　　WfNDASデータを用いた台風0310号（Etau）の温低
　　化に関する研究

P368黙・中澤哲夫（気象研）マイクロ波センサー
　　のデータを用いた台風の強度推定法についての研
　　究（第2報）

P369蹴彦（気象衛星センター）熱帯低気圧発生と
　　Upper　Cold　Low（1）

P370黙銭鵬濃懸躍灘猟巖磯
P371Tri　Handoko　Seto（BPPT－lndonesia）・Masayuki　K．

　　Yamamoto（兄大宙空電波）他2名　Convection
　　correlated　ISV　over　Sumatera　Indonesia　A　case　study

　　when　ISV　disapPers　near　Sumatera

P372轍・岡田菊夫（気象研）都市大気中における
　　サブミクロンエアロゾル粒子の揮発特性

P373沓購ち藩覆醤纒灘聾5勇．募発
　　学的厚さ

P374搬・大野智生（気象庁環境気象）他1名1998年
　　から2002年までの日本上空のエーロゾル光学特性
　　の推移

P375懸繋鶏鵜子謬疑聾そ名フホホ

P376獺（京大防災研）・木田秀次（京大院理）冬期ユ
　　ーラシア上空における硫黄酸化物の長距離輸送

P377廻　碧志（九大応力研）・原田和博（九大院総理工）
　　タリム盆　周辺の局地気流とダスト輸送のモデル
　　解析

P378舞藷繭鯉騰蟹離離繍成層圏オゾ

P379懸・柴田清孝（気象研）気象研究所化学輸送モ
　　デルにおける熱帯下部成層圏オゾン場の精度向上
　　について

P380囎（都立大理）・竹内渉（東大生産研）現地観測
　　と衛星画像解析に基づく森林火災後の地表面メタ
　　ンフラックス推定

P38’醗盤謙欝藷罵賠講＋瀞農
　　応の生成物分岐比

P382灘（産総研）・下山宏（環境研）他5名冬季札
　　幌からのCO、放出量の推定

P383羅査（神戸大自然）・山中大学（神戸大自然／
　　FORSGC）六甲山の気象～日周期の季節変化～
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大会第4日〔5月19日〕09：30～12：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

気候システムIV
B会場

　　　　　　　　　　座長：松浦知徳（防災科研）

B401黙・栗原宜夫（地球フロンティア）他2名大気
　　大循環モデルにおけるガストの影響を考慮したバ
　　ルク風速の計算

B402磁（地球フロンティア）・長谷川聡（東大気候
　　システム）CCSRINIESIFRSGC　TlO6AGCMにおけ
　　る日降水強度の再現性と積雲対流抑制条件のイン

　　パクト

B403轍（地球フロンティア）・大内和良（AESTO／気象
　　研）他20㎞格子全球大気モデルによる台風シミュ
　　レーションー発生頻度・強度などの気候学的性質
　　の再現について一

B404騰・藤田貢崇（防災科研）他2名丁2B大気海
　　洋結合モデルによる長期台風シミュレーションの
　　特性

B405繍（AESTO）・加藤輝之（気象研）他8名高分
　　解能非静力学モデルによる領域気候予測：スペクト
　　ル境界（SBC）法を導入した場合の長期積分時にお
　　ける性能評価

B406燃・安永数明（AESTO）他8名高分解能非静
　　力学モデルによる領域気候予測：長期再現実験に対
　　する雲物理過程の影響（1）

B407瀬・松丸圭一（気象研）他3名大気大循環モデ
　　ルによる過去130年間の気候再現実験

B408野沢徹・撫（環境研）他大気海洋結合モデル
　　を用いた20世紀の気候再現実験

B409灘（東大気候システム）・江守正多（地球フロ
　　ンティア）CCSRZNIES／FRSGC　TlO6AGCMによる
　　CO2　倍増実験における熱帯低気圧が強い降水に
　　与える影響

B410購・保坂征宏（気象研）他3名温暖化に伴う
　　降水特性の変化

B411撒・横畠徳太（環境研）温暖化に伴う対流性お
　　よび非対流性降水の変化

B412灘・小倉知夫（環境研）他1名地球温暖化に
　　おける地表気温上昇率と氷一雲アルベドフィード

　　バツク

B413漁・行本誠史（気象研）他2名炭素循環気候モ
　　デルによる温暖化予測

B414照・長谷部正彦（宇都宮大）他3名地球規模で
　　見たCO，濃度の長周期変動と太陽活動の相互関係

　　　　　　　　C会場
熱帯大気”

　　　　　　　　　　　座長：庭野将徳（京大理）

C401騰（北大院地球環境）・塩谷雅人（京大宙空電
　　波）熱帯対流圏界面付近における水蒸気の季節内

　　振動

C402熊・岩井聡（京大宙空電波）他2名EAR・
　　RASSよる赤道域の水蒸気微細構造の観測

C403雛（京大理）・山本真之（京大宙空電波）他2名
　　赤道looo－1050Eにおける対流活動の約5目変動
　　とその上部対流圏に及ぼす影響

C404繍・塩谷雅人（京大宙空電波）ERA－40デー
　　タをもちいた赤道対流圏界面付近にみられるケル
　　ビン波と季節内振動活動度の時空間分布

C405轍・塩谷雅人（京大宙空電波）オゾンゾンデ
　　データを用いた熱帯対流圏界面遷移層のオゾン分
　　布に関する研究

C406翻・高橋正明（東大気候システム）他1名
　　AGCMで再現された熱帯域重力波の励起について

C407繍・江守正多（地球フロンティア）他2名
　　CCSR／NIESIFRSGC　AGCMで再現される対流と結
　　合した赤道波の解析

　　　　　　　　　　　座長＝板野稔久（防大地球）

C408騰・坪木和久（名大地球水循環）近接する2
　　本のスパイラルバンドにおける降水強化

C409鰍・田中真也（防大地球）他1名台風Bartの
　　蛇行現象

C410灘・板野稔久（防大地球）他1名衛星データ
　　を用いたTOll6号の時空間スペクトル解析

C411羅・村田文絵（京大防災研）他2名2003年9月
　　ll日に宮古島を通過した台風0314号の気候学的

　　特徴

C412池田泰論・搬（九大理）冬における台風発生
　　の数値シミュレーション〔その3〕
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大会第4日〔5月19日〕09：30～12300
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

D会場
大気境界層

　　　　　　　　　　　　座長：菅原広史（防大）

D401燃（農環研）・濱嵜孝弘（北海道農研）日平均
　　の地表面熱収支計算におけるバルク輸送係数に関
　　する検討

D402憾・井上聡（農環研）他2名地上気温分布は
　　地表面状態でどの程度説明できるか？水田のもつ気
　　候緩和機能の評価

D403騰（名工大院）・大和田道雄（愛知教育大）都
　　市内における緑地配置の都市循環モデル評価の検

　　討

D404灘・大橋唯太（産総研）他3名On－1ine　モデ
　　ルによる休日の都市キャノピー気象の数値実験

D405鰍（防大）・成田健一（日本工業大）他都市内
　　緑地周辺における冷気の挙動

D406撫・安田孝志（岐阜大院工）他MM5の各大
　　気境界層スキームによる風速計算精度の比較・検
　　討（海上）

D407磁・大澤輝夫（岐阜大院工）他3名MM5の各
　　大気境界層スキームによる風速計算精度の比較・
　　検討（陸上）

気象予報II

　　　　　　　　　　　座長：福田和代（AESTO）

D408撒（AESTO）・斉藤和雄（気象庁数値予報）広
　　領域／全球NHMの開発一気象庁全球解析からのネ
　　ストー

D409朧（AESTO）・松村崇行（気象庁数値予報）高
　　分解能気候モデルのための初期値化手法の改良

D410撚・高橋桂子（地球シミュレータ）他1名Yin－
　　Yangグリッドにおける全球保存処理

D411繍（AESTO）・大和田浩美（気象庁数値予報）
　　他2名HIRS輝度温度を用いたモデル評価手法の
　　開発

D412蝋（愛知教育大）・畔柳洋子（名大院）他1名
　　100hPa面における亜熱帯高圧帯のイランモードと
　　ヨーロッパの異常気象について

D413鰍・榊原均（気象大）急発達する低気圧の構
　　造変化過程

2004年4月 129
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大会第4日〔5月19日〕13＝OO～16：30
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　　　　C会場

rストームトラックの力学』

趣旨説明：中村尚（東大理／地球フロンティア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：中村尚（東大理／地球フロンティア）

＊＊C451轍（気象研）ストームトラックに係わる理論的研究（＋理想化されたモデル研究）について

　＊C452磁（地球フロンティア）スペイン沖でタンカー事故をもたらした小低気圧の急発達

　＊C453撚・遊馬芳雄（北大院理）北西太平洋域で発達した爆弾低気圧の数値実験と流跡線解析

＊＊C454撒・宇野幸代（東北大院理）波動平均流相互作用に基づく波動エネルギーの生成について

＊＊＊C455嚥（北大院地球環境）傾圧大気の平衡状態にっいて：baroclinic　a（加stment再考

＊＊＊C456謙（東大気侯システム）・向川均（京大防災研）他1名ブロッキング現象におけるストームトラックの役

　　　割
＊＊＊C457灘・渡部雅浩（北大院地球環境）ストームトラックのフィードバックを含む順圧特異モード計算

＊＊C458撚・向川均（京大防災研）北半球環状モード成層圏一対流圏結合過程のENSOサイクルヘの依存性

＊＊C459，旦屡鰍（京大理）南半球成層圏の年々変動とその対流圏波活動との関係

＊＊＊C460勲（京大防災研）・稲津將（北大院地球環境）他3名ストームトラックに伴う圏界面高度変動に関する考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：高藪出（気象研）

＊＊＊C461燃（東大理／地球フロンティア）・三瓶岳昭（東大理）他4名中緯度のストームトラック，偏西風，海洋フロン

　　　トの相互関係
＊＊＊C462磁（北大院地球環境）・Brain　J．Hoskins（英国Reading大学）南半球冬季のストームトラックの東西非対称性

　　　の形成
＊＊＊C463嶽（ハワイ大学）・野中正見（地球フロンティア）他3名海洋フロントと大気の相互作用

＊＊＊C464鰍（地球フロンティア／北大院地球環境）・中村尚（地球フロンティア／東大理）他3名中緯度の海面水温

　　　の長期変動が下層大気に与える影響一最近の観測的研究から一

＊＊＊C465羅・中村尚（東大理）他2名亜熱帯ジェットと中緯度SST勾配がストームトラック活動に与える影響

持ち時間：★9分，★＊12分，＊＊＊15分

130 “天気”51．4．
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　　　　　　大会第4日〔5月19日〕13：00～16330　専門分科会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D会場

r海洋地球研究船『みらい』における大気観測一これまでの成果と今後の展望』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：米山邦夫（JAMSTEC）

概要

＊D451繍・勝俣昌己（JAMSTEC）海洋地球研究船「みらい」における大気観測研究の現状

D452末吉惣一郎・奥村智（グローバルオーシャン）他7名　rみらい」における気象観測について

熱帯観測

D453朧・米山邦夫（JAMSTEC）「みらい」暖水プール域定点観測で得られた降水雲の特徴について

D454磁・久保田尚之（観測フロンティア）他6名西部熱帯太平洋域における対流活動と水蒸気変動

D455灘（大阪大）熱帯スコールラインの発達・組織化に及ぼす湿度プロファイルの影響

D456轍・高薮縁（東大気候システム）高層ゾンデデータ解析による熱帯大気の0℃レベル安定層が対流に及ぼ
　　す効果についての研究

休憩（10分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：藤吉康志（北大低温研／地球フロンティア）

北極観測

＊D457繍（北大低温研／地球フロンティア）・吉田一穂（北大院地球環境）他2名北極域の雲科学（5）一熱収支と降

　　水システムー

プラットフォームとしての役割

＊D458磁・高橋聡司（岡山大）他1名　「みらい」を用いた熱エネルギー・水蒸気・CO，海面乱流フラックスの直接

　　測定

＊D459羅・松井一郎（環境研）他1名　rみらい」搭載ライダーによる海洋上の雲、エアロゾルの観測

D460撚・杉本伸夫（環境研）他3名ミー散乱ライダーによる熱帯海洋上での大気境界層高度と遷移層厚さの
　　観測（II）

D461撒・亀井秋秀（情報通信研究機構）他5名　rみらい」航海中に雲レーダで観測された雲構造の緯度変化

D462難・西憲敬（京大院理）他8名ミリ波雲レーダを用いたGMS　split－window雲種判別テーブルの開発

座長：米山邦夫（JAMSTEC）

総合討論（15分）

「みらい」への要望等

持ち時間：13分．ただし＊のついた講演は20分．
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講演者索引

＜A＞
AdachiAhoro（足立アホロ）　P147

AdachiTom（足立透）　　　Pl44
AdachiYukimasa（足立恭将）　B410

AikiHidenori（相木秀則）1　　C212

AkagiKazuaki（赤木万哲）　　P373

AkimotoFumie（秋元文江）　P331
Akiyoshi　Hideharu（秋吉英治）D310

AminoNaoko（網野尚子）

AndoHaruo（安藤晴夫）

AndoHaruo（安藤晴夫）

AokiTadao（青木忠生）

AokiTeruo（青木輝夫）

P211

P266

P360

P361

D201

AonashiKazumasa（青梨和正）A301

AonashiKazumasa（青梨和正）A305

AraiMiki（荒井美紀）

ArakiKosuke（荒木孝輔）

ArakiRyuzo（荒木龍蔵）

AranamiKohei（荒波恒平）

AraoKimio（荒生公雄）
ArisawaYuzo（有沢雄三）

C456

P150

P170

C105

Pl74

P128

＜B＞
BabaKerOi（馬場賢治）　　　P201

BesshoKotaro（別所康太郎）　P267

＜C＞
ChikiraMinoru（千喜良稔）　　P205

ChubachiShigeru（忠鉢繁）　　D309

＜D＞
DairakuKoji（大楽浩司）

Dan－noSatoshi（淡野敏）

DeushiMakoto（出牛真）

＜E＞
EguchiNawo（江口菜穂）

EitoHisaki（永戸久喜）

局iriMitsumu（江尻省）

EmoriSeita（江守正多）

EndoHirokazu（遠藤洋和）

EndoNobuhiko（遠藤伸彦）

EnomotoTakeshi（榎本剛）

＜F＞
Findy　Renggono

FudeyasuHimnori（筆保弘徳）

FqjibeFumiaki（藤部文昭）

FゆedaTsuyoshi（藤枝鋼）

F両isawaGyo（藤沢仰）

FujitaHiroshi（藤田浩史）

Fuj量taTsukasa（藤田司）

F頭yoshiYasushi（藤吉康志）

P106

P338

P379

C401

A107
P181

B402

P210

P202

C452

P234

C305

B208

P225

P346

P367

ClOl

D457

FukaboriMasashi（深堀正志）　P224

FukaoKazuhito（深尾一仁）　ClO6

FukudaKazuyo（福田和代）　　D411

FukudaMasato（福田真人）　D303
FurumotoJun－ichl（古本淳一）C402

FurumotoJun－ichi（古本淳一）P239

Fushimi　Katsuhiko（伏見克彦）P179

＜G＞
GamoMinom（蒲生稔） PllO

＜H＞
HamadaAtsushi（濱田篤）　　　D462

HamadaJunichi（浜田純一）　P108

HamadaTakashi（浜田崇）　　P154

HamadaTakashi（浜田崇）　　P328

HanadoHiroshi（花土弘）　　　P249

HaraTomohiro（原智宏）　　　p312
Haris　Syahbuddin　　　　　　　　　BlO7

HasegawaAkira（長谷川聡）　B409
HashiguchiHiroyuki（橋口浩之）P335

HashimotoAkihiro（橋本明弘）A104

HashimotoAkihiro（橋本明弘）B406

HashimotoAtsushi（橋本篤）　D407

HatsushikaHiroaki（初鹿宏壮）B103

H甜oriKeizo（服部桂三）　　B205

HayasakiMasamitsu（早崎将光）P207

HayashiHitomi（林ひとみ）　P279

HiguchiArisa（樋口阿里沙）　c201

HioYasuko（日尾泰子）　　　c459

HiramatsuKazuhiko（平松和彦）Pl38

HisadaYukiko（久田由紀子）　P354

HorieYuka（堀江祐圭）　　　P342

HoshinoShunsuke（星野俊介）P368

HozumiYu（穂積祐）　　　　Pl23

＜1＞
lchikawaHiroki（市川裕樹）　P243

1gaShinichi（伊賀晋一）　　　P118
IgarashiHiromichi（五十嵐弘道）P208

IguchiToshio（井口俊夫）

lguchiToshio（井口俊夫）

lidaYoshihisa（飯田泰久）

lkedaKenichi（池田健一）

lmaizumiTakao（今泉孝男）

ImamuraTakeshi（今村剛）

ImuraShingo（井村真悟）

lnatsuMasaru（稲津將）

InatsuMasaru（稲津將）

lnoueTomoshige（井上知栄）

InoueTomotsugu（井上智亜）

InoueToshiro（井上豊志郎）

IshibeMasaru（石部勝）

P129

P247

P347

P245

P362

C207
P334

C462

Pllg

P303

P305

P230

A208

Ishida　Sachinobu（石田祐宣）　P156

1shigookaYasushi（石郷岡康史）P137

1shiiMamoru（石井守）　　　P219

1shiiMasayoshi（石井正好）　　BlOl

IshiiShoken（石井昌憲）　　　P336

1sh麺imaKentaro（石島健太郎）P282

lshikawaRyo（石川龍）

IshikawaYuki（石川由紀）

IshiwataHiroomi（石渡宏臣）

lshizawaMisa（石澤みさ）

IsodaFusako（磯田総子）

ItanoToshihisa（板野稔久）

ItoKibo（伊藤希望）

ItohAya（伊藤文）

ItohHisanori（伊藤久徳）

C205

B201

A209
Pl80

P231

C409

Pl59

A303

C412
Iwabuchi　Hironobu（岩渕弘信）P325

1wasakiHiroyuki（岩崎博之）　P309

1wasakiToshiki（岩崎俊樹）　C454

＜K＞
KadosakiGaku（門崎学）　　Pl31
KaiChihiro（甲斐千尋）　　　P311

KaiKenji（甲斐憲次）　　　D205
KaiKerりi（甲斐憲次）　　　D207
K昨kawa　Yoshiyuki（梶川義幸）P209

KゆnoMizuo（梶野瑞王）　　D209
KamahohHirotaka（釜堀弘隆）P216

KamideKazumi（上出一美）　P182
KanaiHidemoto（金井秀元）　A206

KanegaMasahiko（金賀将彦）　P244

KatayamaMasayuki（片山勝之）A203

KatoKuranoshin（加藤内藏進）B204

KatoTeruyuki（加藤輝之）

KatsumataMasaki（勝俣昌己）

KawabataTakuya（川畑拓矢）

KawaiTakashige（河合隆繁）

KawaiTom（河合徹）

A108

D453

C102

P301

Pl40

KawamuraRyuichi（川村隆一）B308

KawasakiYasukazu（川崎泰一）D403
KawasakiZenichiro（河崎善一郎）P330

KawashimaShigeto（川島茂人）D402

KawataniYoshio（河谷芳雄）

KazaokaRyo（風岡亮）

KinoshitaAtsuya（木下篤哉）

KitaKazuyuki（北和之）

KitabatakeNaoko（北畠尚子）

KitamuraY両i（北村祐二）

DlO4
P276

Pl75

D305
P366

P120

KiyoharaYasutomo（清原康友）P258

KobayashiChiaki（小林ちあき）C302

KobayashiFumiaki（小林文明）A210

KobayashiShinya（古林慎哉）　P115

KoideHiroshi（小出寛）　　　P217

KqlimaMasaya（小嶋正也）　P250
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KomazakiYuichi（駒崎雄一）

KomineKerji（小峯賢治）

KondoHiroaki（近藤裕昭）

KondoHiroaki（近藤裕昭）

KonishiJyoyo（小西丈予）

KosakaYosuke（小坂洋介）

KozuToshiaki（古津年章）

P273

P322

D404
P382

P223

P321

P142

KuboseKentaro（窪瀬健太郎）Pl60

KubotaTa㎞ji（久保田拓志）　P343

K両iMakoto（久慈誠）　　　A306
KumagaiYukihiro（熊谷幸浩）ClO4

KurodaYu垣i（黒田友二）　　B305

KurosakiYasunori（黒崎泰典）P176

KusunokiKenichi（楠研一）』　A105
Kusunoki　Shqji（楠昌司）　　　B407

KuwagataTsuneo（桑形恒男）　D401

＜L＞
Lestari　Rosbintartikartika C304

＜M＞
MachidaToshinobu（町田敏暢）D302

MakiTakashi（眞木貴史）　　P278

ManoYuzo（真野裕三）　　　P124
MasamuraShiro（正村史朗）　BlOg

MaseHirofUmi（間瀬博文）　　C301

MashikoWatm（益子渉）　　P166
MasudaKazuhiko（増田一彦）　P125

MatsuiIhciro（松井一郎）　　D460

MatsumotoMinobu（松元三展）P259

MatsumotoTakanori（松本隆則）P116

MatsushitaHiroki（松下拓樹）　Pl57

MatsushitaHiroki（松下拓樹）　P206

MatsuuraTomonori（松浦知徳）B404
Michimoto　Koichiro（道本光一郎）Pl43

MimuraYasunori（三村恭則）　A205

MinematsuHiroaki（峯松宏明）A307

MinobeSyo頭ro（見延庄士郎）B310

MisakiToshimitsu（味崎利光）C410

MiuraDaisuke（三浦大輔）　　A211

MiuraHiroaki（三浦裕亮）　　P158

MiuraYuichi（三浦勇一）　　Pl51

MiyakawaTakuma（宮川拓真）D213
MiyakeSatoka（三宅里香）　　P383

MiyazakiKazuyuki（宮崎和幸）D311

MiyazakiKazuyuki（宮崎和幸）Pl77

MiyazakiYasuhiko（宮崎保彦）P369

MiyazakiYuuzou（宮崎雄三）

MizunoAkira（水野亮）

MochizukiTakashi（望月崇）

Monden　Kazushi（門田和士）

MoriAkiko（森明子）

MohKazumasa（森一正）
MoriMariko（森真理子）

MohMasato（森正人）

D211

D307
B401

PB3
D102
P146

P255

C457

2004年4月

MoriTakeshi（森武史）　　　P281

MoriYukihiro（森征洋）　　　P162

MoriYukihiro（森征洋）　　　P355

MorinoYu（森野悠）　　　　D212
MoritaJuntaro（森田純太郎）　C308

MoriwakiRyo（森脇亮）　　　P265

MotekiNobuhiro（茂木信宏）　Pl71

MukougawaHitoshi（向川均）　C460

MurakamiHiroyuki（村上裕之）D409

MurakamiMasataka（村上正隆）A106

MurakamiShigenori（村上茂教）B311

MurataFumie（村田文絵）　　C311

MurataIsao（村田功）　　　　P316

MurataYasuhiro（村田泰洋）　P107

MurayamaShohei（村申昌平）　D301

MurayamaToshiyuki（村山利幸）D206

MurazakiKazuyo（村崎万代）　Plll

＜N＞
NaganoYoshinori（永野良紀）　P307

NagashimaTatsuya（永島達也）B408

NagataRena（永田玲奈）　　P204

NagumoNobuhim（南雲信宏）P353
NakagawaYuka（中川由雅）　B207
NakaiSento（中井専人）　　　A207

NakaiTaro（中井太郎）　　　Pl53

Nak師maHideaki（中島英彰）　D308

NakゆmaKensuke（中島健介）P319
NakamuraHisashi（中村尚）　　C461

NakamuraTak両i（中村卓司）　D109

NakamuraTa㎞ya（中村卓也）　C303

NakamuraTetsu（中村哲）　　B303

NakamuraToshiyuki（中村敏行）P155

NakataShinya（仲田伸也）　　P163

NakayamaYuuki（中山祐貴）　B203

NakazatoMasahisa（中里真久）P351

NakazawaTetsuo（中澤哲夫）　P268

NakonoTomoko（中野智子）　P380
NaoeHiroaki（直江寛明）　　P372

NasunoTomoe（那須野智江）　A109

NiiTomomi（新居知巳）　　P310
NiisoeTamon（新添多聞）　　P376

NinomiyaKozo（二宮洗三）　A201
NishiNoriyuki（西憲敬）　　　P168

NishigakiTsuguhito（西垣語人）P348

NishiiKazuaki（西井和晃）　　DlOl

NishiyamaKqji（西山浩司）　　P262

NishizawaTomoaki（西澤智明）A311

NiwanoMasanori（庭野将徳）　C403

NiwanoMasashi（庭野匡思）　D413

NoguchiKatsuyuki（野口克行）D107

NoguchiKatsuyuki（野口克行）P378

NomuraMammi（野村真奈美）P350
NomuraMitsuharu（野村光春）C408

NozawaTom（野沢徹）　　　B411
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＜0＞
ObataAtsushi（小畑淳）

OdaMasahito（小田昌人）

OdaMasahito（小田昌人）

OdakaMasatsugu（小高正嗣）

OgiMasayo（小木雅世）
OhiAtsushi（大井淳）

B413

C202

Pl67

Pl22

B302

Pl49

OhigashiTadayasu（大東忠保）A202

OhnawaMasashi（大縄将史）

OhnoYuichi（大野裕一）

OhsawaTeruo（大澤輝夫）

OkabeMasayo（岡部雅世）．

OkadaKikuo（岡田菊夫）

OkamotoH節me（岡本創）

OkanoMasaaki（岡野雅映）

OkazakiTakeshi（岡崎豪）

OkuYuichiro（奥勇一郎）

C209

D461

D406
P238

P375

A310
P356

A103
P232

OnogiKazutoshi（大野木和敏）B102

0nozukaHiroshi（小野塚裕也）A312
O’oishiRyouta（大石龍太）

OshimaKazuhiro（大島和裕）

OshimaNaga（大島長）

OtaAkihiro（太田明宏）

OwadaMichio（大和田道雄）

OwadaMichio（大和田道雄）

＜P＞
PengXindong（彰新東）
Prasad　V．S．

＜R＞
RikiishiKunio（力石國男）

Ryu　Chan－Su

＜S＞
SaitoKazuo（斉藤和雄）

SaitohNaoko（齋藤尚子）

SakamakiHiroshi（酒巻洋）

SakamotoKasami（坂本雅巳）

SakamotoTakashi（坂本天）

P214

B304

D304
P306

B206

D412

D410
C306

B211

P264

C103

P274

Pl34

P314

B309
SakanashiTakamasa（坂梨貴将）P340

SakanoiKazuyo（坂野井和代）P315
SakuraiAtsushi（桜井篤）

SampeTakeaki（三瓶岳昭）

Sasaki　Akira（佐々木聰）

SasakiHiroshi（佐々木宏）

Satake　Shinsuke（佐竹晋輔）

SatoEiichi（佐藤英一）

SatoHiroki（佐藤弘樹）

SatoKaori（佐藤可織）

SatoTomonori（佐藤友徳）

SatoYoshiaki（佐藤芳昭）

SawadaMasahiro（沢田雅洋）

Schutgens　Nick

SeikiAyako（清木亜矢子）

P227

C465

P349

P272

P324

C204

P178

P333

B106
P161

C203

P233

C309
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’SeinoNaoko（清野直子）

SekiTakanori（関隆則）

SekiguchiMiho（関口美保）

SekimotoSatom（関本諭）

SetoShinta（瀬戸心太）

Seto　Trihandoko

ShibaSadataka（芝定孝）

D202
PlO2

P326

C206

Pl30

P371

A102
ShibagakiYoshiaki（柴垣佳明）P169

ShibataNoriko（柴田のり子）　P363

ShigeShoichi（重尚一）　　　p332

ShimamuraYuichi（島村雄一）P329

ShimizuAtsushi（清水厚）　　P173

ShimizuTakahiro（清水崇博）　P341

ShimizuTamotsu（清水保）　　B414

ShimoseKenichi（下瀬健一）　p253

ShimoyamaKou（下山宏）　　P359
ShinodaTaro（篠田太郎）　　P261

ShiogamaHideo（塩竈秀夫）　C458

ShiokawaKazuo（塩川和夫）　P236

ShiokawaKazuo（塩川和夫）　P320

ShirakiMasanoh（白木正規）　C110

shirookaRyuichi（城岡竜一）　D454

SudoKengo（須藤健悟）　　P280
SueyoshiMasakazu（末吉雅和）C211
SueyoshiSouichiro（末吉惣一郎）D452

SugawaraHirofUmi（菅原広史）D405

SugawaraHiro釦mi（菅原広史）P256

SugayaMasako（菅谷真子）　P257
SugimotoNaohiro（杉本尚悠）P337

SugimotoNobuo（杉本伸夫）　D459

SugimotoNorihiko（杉本憲彦）C210

SugimotoShiod（杉本志織）

SugitaAkiko（杉田明子）

SugitaTakafUmi（杉田考史）

SuzukiChieko（鈴木智恵子）

SuzukiJunko（鈴木順子）

SuzukiKazue（鈴木香寿恵）

P213

Pl27

D108
P260

C404

PlO4

SuzukiKentaroh（鈴木健太郎）AlOl

SuzukiShin（鈴木臣）

SuzukiTomoyuki（鈴木智幸）

SuzukiTsuneaki（鈴木恒明）

＜T＞

Pl21

P345

C407

TachibanaYoshihiro（立花義裕）B301

TagamiHirotaka（田上浩孝）

TaguchiJunpei（田口純平）

TaguchiShoichi（田口彰一）

TahiraMakoto（田平誠）

TahiraMakoto（田平誠）

TakagiMasahiro（高木征弘）

TakahashiChiham（高橋千陽）

B202

PlO3

P283

Pl52

P228

C208

P254

TakahashiKenshi（高橋けんし）P381

TakahashiKiyotoshi（高橋清利）P203

TakahashiKiyotoshi（高橋清利）P313

TakahashiMasaya（高橋昌也）P365

134

TakahashiNobuhiro（高橋暢宏）A302

TakakiToshiaki（高木敏明）　P164

TakashimaHisahiro（高島久洋）C405

Takayabulzuru（高藪出）　　P220

TakayabuIzuru（高藪出）　　　C451

TakayabuYukari（高薮縁）　　C307

TakayamaYozo（高山陽三）　A308
TakayamaYozo（高山陽三）　A309
TakekawaNobuyuki（竹川暢之）D210

TakemiTetsuya（竹見哲也）　D455

TanakaHiroharu（田中博春）　p22g

TanakaHiroshi（田中博）　　B307

TamkaKer収田中健路）　　p251
TanakaMinon1（田中実）　　　p10g

TanakaTaichu（田中泰宙）　　p277

TanakaTomoaki（田中智章）　p226

TanimotoHiroshi（谷本浩志）　D306

TanimotoYouichi（谷本陽一）C464

TeraoToru（寺尾徹）　　　　P271

TeshibaMichihiro（手柴充博）P269

TodaMotomu（戸田求）　　　P101
TogawaHiroki（戸川裕樹）　　P327

TomineKikuro（遠峰菊郎）　　A212

TomitaHirofUmi（富田浩文）　A110

TomitaTomohiko（冨田智彦）　p112

TsubokiKazuhisa（坪木和久）　A204

TsubotaYukimasa（坪田幸政）ClO8

TsubotaYukimasa（坪田幸政）ClOg

TsujiKoichiro（辻宏一郎）　　C406

TsujinoFumitaka（辻野文剛）　C310

TsukamotoOsamu（塚本修）　D458
TsumuraTomohiko（津村知彦）P317
Tsunematsu　Nobumitsu（常松展充）D203

TsumtaHaruo（鶴田治雄）　　D208

TsutsumiYukitomo（堤之智）　P374

＜u＞
UchidaSatoshi（内田敬）　　　P113

UematsuAkihisa（植松明久）　P344

UenobeFumi（上延史）　　　Pl65
UjiieMasashi（氏家将志）　　p302

UmetaniKazuhiro（梅谷和弘）A304

Unoltsushi（鵜野伊津志）　　p377

UnoSachiyo（宇野幸代）　　P222
UshioTomoo（牛尾知雄）　　P248
UshiyamaTomoki（牛山朋来）P252

＜W＞
WadaAkira（和田晃）

WadaKatsuya（和田勝也）

P136

P139

WakatsukiYasutaka（若月泰孝）PlO5

WakayamaToshio（若山俊夫）P235
WatanabeAkira（渡辺明）　　Pl48

WatanabeKoichi（渡辺幸一）　P275

WatanabeMasahiro（渡部雅浩）B306

WatanabeMasahiro（渡部雅浩）C455

WatanabeShingo（渡辺真吾）　D103

WatanabeTsutomu（渡辺力）　P212

WataraiYasushi（渡来靖）　　P318

＜X＞
XieShang－Ping（謝尚平） C463

＜Y＞
YagaiIsamu（谷貝勇）　　　　B210
YamadaYoshinori（山田嘉典）P218

YamadaYukiko（山田由貴子）P221
YamaguchiTakako（山口隆子）P339

YamamodMiho（山森美穂）　D106
YamamotoAkira（山本哲）　　D204

YamamotoHirotsugu（山本浩嗣）P135

YamamotoKentaro（山本健太郎）P308

YamamotoMasaru（山本勝）　P172

YamamotoMasaru（山本勝）　P364
YamamotoMasayuki（山本真之）P270

YamamotoMunehisa（山本宗尚）P145

YamamotoTakashi（山本享）　p241

YamanakaGoro（山中吾郎）　P242
YamaneYusuke（山根悠介）　P246
YamanouchiAkiko（山内明子）B212
YamashitaKazuya（山下和也）

YamashitaKqli（山下浩史）

YamazakiAkihiro（山崎明宏）

YamazakiNobuo（山崎信雄）

YamazakiTakeshi（山崎剛）

YamazakiYosuke（山崎陽介）

YasunagaKazuaki（安永数明）

YasunagaKazuaki（安永数明）

P357

P141

P126

B209

B105

D408
B405

P370

YatagaiAkiyo（谷田貝亜紀代）BlO4

Yokoboh　Makoto（横堀誠）

YokogiKen（横木研）

YokohataTokuta（横畠徳太）

Yokomori　Junichi（横森淳一）

YonedaJiro（米田次郎）

YoneyamaKunio（米山邦夫）
YoshidaAkira（吉田聡）

YoshidaMasumi（吉田真純）

YoshidaYukio（吉田幸生）

YoshikadoHiroshi（吉門洋）

BlO8

C411

B412

D456
P352

D451

C453

P240

Pl32

Pll4

YoshikiMotoyoshi（吉識宗佳）DlO5
Yoshimatsu　Masayuki（吉松雅行）Pl17

YoshimuraHiromasa（吉村裕正）P263

YoshimuraJun（吉村純）　　　B403

YoshinoJun（吉野純）　　　P323
YoshiokaKensuke（吉岡謙介）P237

YumimotoKeiya（弓本桂也）　P358

YumotoMichiaki（湯本道明）　P215

＜Z＞
ZaikiMasumi（財城真寿美）　P304
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